
新潟大学
東北がんプロフェッショナル養成推進プラン

平成25年度活動・実績報告
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① E-learningにおいてはH24年度に収録したものを用いた講義を実施することに
より、病院に勤務している社会人大学院生の教育の充実を図り、実質的な大学
院教育を行う。

② 毎週実施されるキャンサーボードに出席・発表・討論することを通して、総合
的な知識と技能をもつ医療人の養成を図る。

③ 放射線腫瘍医・博士課程および医学物理士・博士前期課程を継続し、放射線治
療に関わる人材の育成を行う。

④ 腫瘍内科医・博士課程、緩和医療医・博士課程、腫瘍外科医・博士課程を開講
し、がん医療人の養成を開始する。

⑤ 医歯学総合病院で研修する医師に対して、がんプロの説明会を開催し、がんプ
ロの概要を周知すると共に、コース選択を促す。

⑥ 他施設における医学物理士臨床研修の調査を行い、H27年度開講する医学物理
士臨床研修（レジデント）コースの資料とする。

新潟大学 がんプロ
Ｈ25年度 事業計画



⑦ 新潟県内がん診療連携拠点病院協議会においてがんプロの概要を周知すること

により、がん診療拠点病院の研修医へのコース選択を働きかけると共に、地域

における人材育成について協議する。

⑧ 連携大学と共催で医学生・前期研修医のための放射線治療セミナー合宿を開催

し、放射線治療への理解を深めると共に、本取組への参加を促す。

⑨ 連携大学と共催で 医学生・前期研修医のためのがん薬物療法セミナー合宿を

開催し、薬物治療への理解を深めると共に、本取組への参加を促す。

⑩ がん薬物療法・がん緩和ケア・放射線治療・医学物理・腫瘍外科等の生涯教育

セミナーを開催し、医療人の生涯教育を実施する。

⑪ 市民公開講座を実施し、市民に正しいがんの知識と情報を提供する。
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コ ー ス 名
修業
年限

H25年度
入学実績

H26年度～
募集人員

がん薬物療法医養成コース（がん教育改革） ４年 － ２名

放射線腫瘍医養成コース ４年 １名 ２名

がん薬物療法医養成コース（地域腫瘍内科医） ４年 １名 ４名

がん専門医養成コース（地域腫瘍外科医） ４年 ２名 ２名

がん緩和医療医養成コース（地域緩和医療医） ４年 １名 ２名

博士前期課程・医学物理士養成コース ２年 ２名 ２名

博士後期課程・医学物理コース ３年 － （H２６年度開講） １名

がん薬物療法医養成コース（インテンシブ） 6ヶ月 － ３年間で６名

医学物理士養成・臨床研修コース（ﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄｺｰｽ)
（ｲﾝﾃﾝｼﾌﾞ）

２年 － （H２７年度開講） ２年間で４名

大学院生入学



• 放射線腫瘍医養成コース → １名入学

• がん薬物療法医養成コース（地域腫瘍内科医） → １名入学

• がん専門医養成コース（地域腫瘍外科医） → ２名入学

• がん緩和医療医養成コース（地域緩和医療医） → １名入学

• 博士前期課程・医学物理士養成コース → ２名入学
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Ｈ２５年度認定資格取得状況

• 放射線治療専門医（日本放射線医学会）

• 緩和医療専門医（日本臨床腫瘍学会）等
４名取得

ISTU・e-learningクラウドの継続的な受講

大学院教育
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平均依頼数 ９．８件

キャンサーボード
（Ｈ25.1～H26.1実施データ）
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キャンサーボード
（Ｈ25.1～H26.1 実施データ）



●H26年1月30日

新潟県がん診療拠点病院協議会教育部会において、
がんプロの概要及びがん医療人養成に向けて、がん
診療連携病院との協力体制について意見交換した。
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新潟県内がん診療拠点病院協議会
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• 国内研修、施設見学
– 学会参加支援（臨床腫瘍学会など）

– 放射線医学総合研究所見学

• 海外研修
– バージニア州立大学研修

国内外の研修



開催日 演 題 ・ 講 師
受講
人数

7/3
第１回 がんプロセミナー 「遺伝性のがんを見逃さないために」

（札幌医科大学 櫻井晃洋）
２６名

9/6
第２回 がんプロセミナー 「乳がん治療の過去・現在・未来」

（東京医科大学八王子医療センター 林 光弘）
４７名

10/25
第３回がんプロセミナー 「呼吸器外科におけるロボット手術の現状と将来展望」

（鳥取大学 中村廣繁）
５５名

1/24
第４回がんプロセミナー 「悪性腫瘍（神経膠腫、胚細胞腫）に対する当院での

集学的治療方針」
（東京女子医科大学 前林勝也）

３０名

2/1

平成２５年度 医学物理セミナー 「トップランナーに聞く！ 理工系分野から医学
物理士への道」

「臨床を目指した研究開発 －北海道大学での取り組み－」 （北海道大学大学院 石川正純）

「北海道大学における放射線治療と医学物理士」 （北海道大学病院 鈴木隆介）

３１名

2/11

東北がんプロ 第２回市民公開講座 「がんの学舎 -まなびや-」
「小児がん治療の歴史といのち」 （聖路加国際病院小児総合医療センター 細谷亮太）

「小児固形悪性腫瘍の新潟県における治療の歴史と今後の課題」 （新潟大学医歯学総合病院 窪田正幸）
「がん・白血病を持つこどもの診断・治療・生活管理」 （新潟大学医歯学総合病院 今井千速）

７２名
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がんプロ開催セミナー（H25年度）
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開催日 演 題 ・ 講 師
受講
人数

3/1
東北がんプロ４大学合同学生セミナー

（教育講演：新潟大学医歯学総合研究科 味岡洋一）
４２名

3/7
第６回 がんプロセミナー 緩和医療学 「オピオイド：古くて新しい薬」

（千葉大学医学部付属病院 田口奈津子）
４７名

がんプロ開催セミナー（H25年度）
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写 真

写 真

参加者：31名（大学院生，放射線技師，
学部学生，新潟大学医院，他）



• ＩＡＥＡ－ＴＣＳ３７研修項目と達成度評価シート和訳。

• 医学物理士増員(病院特任助教)平成26年4月赴任

• 医学物理レジデントコース設置に向けて、国内唯一のレジデン
トコース機構認定施設:筑波大学を訪問し、情報収集を実施。

• 2014年3月6日（木）13:30～15:30

• 筑波大学附属病院
• 筑波大学

(榮武二教授,磯辺准教授,神澤教員）

(林専門員:筑波大学附属病院総務部総務課）

新潟大学

(青山教授,和田教授,宇都宮特任助教）

（長橋係長:医歯学総合病院総務人事課企画係）

(藤田係員:医歯学系総務課会計係）

(平瀬係員:医歯学系総務課学系企画係）
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医学物理レジデントコース設置準備
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• H25年度の事業計画に沿って、ほぼ予定通り、

実施した。

• H25年度は7名の大学院生が入学した。

• 臓器横断的がん診療演習を目的としたキャン
サーボードを週一回通年で開催した。

ま と め


